
六郷いきいきクラブ

千畑いきいきクラブ

仙南いきいきクラブ

　
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
と
し
て
、
み
さ
と
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
千
畑
地
区
）・
中
央
ふ

れ
あ
い
館
（
六
郷
地
区
）・
湯
と

ぴ
あ
（
仙
南
地
区
）
の
３
箇
所

に
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
称
　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

週
１
回
の
利
用
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　（
こ
の
事
業
は
、
65
歳
以
上
の

方
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
が
対
象
で
す
）

　
利
用
希
望
や
お
問
合
せ
な
ど

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
８
５̶

２
２
９
４

　仙南いきいきクラブ最年長
の小林アサノさん（境田）は
大正 4 年生まれ。4 月 5 日
に誕生日を迎え、満 100 歳
になりました。松田町長から
長寿のお祝いを受けた様子は
4 月 6 日の秋田さきがけ新報
朝刊にも掲載されました。

第50号
平成27年
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社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
10187-85-2294  50187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。



みんなが築く やさしい未来のまちづくり 
平成27年度の事業計画と予算をお知らせします

支出予算は 2億8,426万円
　

３
月
24
日
に
行
わ
れ
た

理
事
会
で
同
意
を
得
た
美

郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
平

成
27
年
度
資
金
収
支
予
算

が
、
同
月
26
日
の
評
議
員

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
３
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

直
接
ご
協
力
い
た
だ
く
会

費
や
寄
付
金
、
共
同
募
金

に
寄
せ
ら
れ
る
善
意
は
地

域
福
祉
の
向
上
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

財
政
経
営
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
従
来

に
も
増
し
て
経
費
節
減
に

努
め
、
健
全
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
地
域
福
祉
・
在

宅
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

福 祉 だ よ り第50号 （2）

◆一斉除排雪活動事業
◆ボランティアセンター運営事業
◆ふれあい安心電話事業　など

◆たすけあい資金貸付事業
◆要援護者実態調査
◆歳末援護　など

◆理事会・評議員会
◆福祉委員会議
◆忌明け・快気祝いの
　ハガキ印刷　など

◆フォローアップ事業
◆まめだ屋運営事業

◆地域福祉座談会
◆社会福祉大会
◆福祉だよりの発行　など

気軽に参加ふれあい支援
◆地域住民グループ支援事業

（ふれあいサロン）
◆介護者交流事業
◆配食サービス事業　など

安心・安全体制の確立
◆総合相談事業
◆出張理容補助券の交付
◆訪問介護事業　など

広がる活動ささえあい

みんながつなぐたすけあい 組織財政基盤の整備 地域福祉トータルケア推進事業

高める関心福祉活動

配食サービス

一斉除排雪活動 地域福祉座談会

ふれあいサロン

ふれあい安心電話

◀歳末援護
理事会 まめだ屋運営事業

社会福祉大会

出張理容補助券訪問介護



福 祉 だ よ り（3） 第50号

平成27年度　資金収支予算
勘　定　科　目 予算額（千円） 説　　　　明

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

　
　
入

会 費 収 入 6,060 一般・特別・法人・団体会費
分 担 金 収 入 0
寄 附 金 収 入 202
経 常 経 費 補 助 金 収 入 83,272 町補助金（運営費・センター管理・ボランティア）・共同募金配分金
受 託 金 収 入 29,757 在宅介護支援センター・高齢者支援事業・老福センタ

ー・生活福祉資金
貸 付 事 業 収 入 1,300 たすけあい資金償還金
事 業 収 入 339 福祉だより広告料・空き店舗事業収入・事業参加費収入
負 担 金 収 入 180 研修負担金
介 護 保 険 事 業 収 入 90,232 地域支援事業・居宅介護支援事業・訪問介護事業・訪問

入浴介護事業・デイサービス事業
障害福祉サービス等事業収入 6,975 支援等事業・特定相談支援事業・障害児相談支援事業
借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 650 みさと福祉センター建設借入金利息補助金
受 取 利 息 配 当 金 収 入 21 受取利息
そ の 他 の 収 入 188 受入研修費・印刷機利用料等

事　業　活　動　収　入　計(1) 219,176

支

　
　
出

人 件 費 支 出 154,702 職員19名・臨時職員等32名・役員報酬
事 業 費 支 出 48,773 事業費
事 務 費 支 出 11,250 事務的費用・福利厚生費
貸 付 事 業 支 出 1,300 たすけあい資金貸付金
共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 493 歳末たすけあい配分金
分 担 金 支 出 0
助 成 金 支 出 2,962 福祉教育助成・出張理容サービス助成・ふれあいサロン

助成・団体助成
負 担 金 支 出 1,264 ふれあい安心電話県社協管理負担金
支 払 利 息 支 出 651 みさと福祉センター建設借入金償還利息
そ の 他 の 支 出 104
流動資産評価損等による資金減少額 0

事　業　活　動　支　出　計(2) 221,499
事業活動資金収支差額(3 )= (1 ) - ( 2 ) △ 2,323

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 9,365 みさと福祉センター建設借入金元金償還金補助金
施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入 0
設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
固 定 資 産 売 却 収 入 0
その他の施設整備等による収入 0

施　設　整　備　等　収　入　計(4) 9,365

支

出

設備資金借入金元金償還支出 9,365 みさと福祉センター建設借入金元金償還金
固 定 資 産 取 得 支 出 6,387 訪問入浴車購入・通所介護請求システム購入
固 定 資 産 除 却 ・ 廃 棄 支 出 0
その他の施設整備等による支出 0

施  設  整  備  等  支  出  計(5) 15,752
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △ 6,387

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入 0
積 立 資 産 取 崩 収 入 7,550 修繕積立取崩（センター管理修繕等）・経営安定積立取

崩(入浴車購入費用・通所介護請求システム）
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 38,173
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 2

そ の 他 の 活 動 収 入 計 ( 7 ) 45,725

支

出

基 金 積 立 資 産 支 出 0
積 立 資 産 支 出 0
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 38,173
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 8,738 退職共済預け金

そ の 他 の 活 動 支 出 計 ( 8 ) 46,911
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △ 1,186
予 　 　 　 　 備 　 　 　 　 費 ( 1 0 ) 100
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 9,996 今年度の残金
前 期 末 支 払 資 金 残 高 ( 1 2 ) 9,996 前年度からの繰越金
当 期 末 支 払 資 金 残 高 ( 1 1 ) + ( 1 2 ) 0 次年度への繰越金

※平成27年度当初予算から「社会福祉法人会計基準の制定について」において定められた社会福祉法人新会計基準（平成23年基
準）へ移行することとなりました。この移行に伴い、作成する財務諸表（計算書類）の変更、勘定科目の変更、集計する施設の区
分の変更（拠点区分の設定・事業区分の組み換えなど）を行なっております。



福 祉 だ よ り第50号 （4）

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

中央ふれあい館と送迎車

昼食は炊きたてごはんで！
旬の食材を使っています

新しいゲームを楽しんだりします
（カーリングゲーム）

季節ごとに花のきれいなところに見学に出かけます。昨年は八乙
女公園の花見に始まり、シャクヤクやラベンダー園、農業科学館
のバラ園や秋の菊祭りなどいろいろな場所へ出かけました。

大雄の緑花園

美郷町土崎字上野乙６番地１（みさと福祉センター内）

美郷町社会福祉協議会
☎８５－２２９４

生きがいデイサービス担当まで 趣味活動で利用者が作った手作りの品を
歳末チャリティバザーに出品しました

～
六
郷
地
区
利
用
者
大
募
集
～

ずっと元気に!!

もっと楽しく!!

　いつまでも元気に生きがいの
ある毎日を送るために中央ふれ
あい館にて週１回（火・水・木
のいずれかの日）生きがい活動
支援通所事業を行っています。
　利用希望やお問合せなどお気
軽にお電話ください。

★対象：	65歳以上で介護認定
を受けていない方

★時間：	10時～15時
★料金：	利用料500円
	 昼食代300円
自宅まで送迎します！

問い合わせ先



この事業は赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています

福 祉 だ よ り（5） 第50号

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体

で
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
の
た
め
行
方
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
方
が
で
き
る
だ
け

早
く
家
族
の
元
へ
安
全
に
帰

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
シ
ス
テ
ム

の
稼
働
を
開
始
し
、
こ
れ

　新たに以下の企業・団体様から協力機関
としてご登録をいただきました。

地　 区 協力機関名称
千畑地区 農産物直売所ほたるの里
六郷地区 みさとマーク（株）
仙南地区 米サラダハウス

☆相談員が親身になって対応します。　　☆関係機関への橋渡しや助言をします。
☆電話相談や匿名での相談もできます。　☆相談内容の秘密は厳守されます。
☆法律相談の場合は必要に応じて顧問弁護士を紹介します。　　☆費用はかかりません。

詳しくは美郷町社協までお気軽にお問い合わせください。☎８５－２２９４

新
し
く
理
事
・
評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

ま
で
目
撃
情
報
の
提
供
を
し

て
く
だ
さ
る
協
力
員
の
登
録

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
方
、
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
の
利

用
登
録
は
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
こ
ち
ら
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

在
宅
で
生
活
す
る
う
え
で

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が
心
配

な
方
の
ご
家
族
な
ど
、
登
録

は
無
料
で
簡
単
に
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

徘
徊
と
は
？

　
認
知
症
の
症
状
の
一
つ
で
す
。
家

を
出
て
途
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る

の
か
、
自
分
の
家
が
ど
こ
な
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
道
に
迷
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。
家
に
帰
れ
ず
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
い
る
間
に
体
が
衰
弱
し
て
し

ま
っ
た
り
、
車
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な

っ
た
り
、
時
に
は
命
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

※敬称略

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
お
た
す
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　   

～
協
力
者
・
利
用
者
登
録
受
付
中
～

ふれあい相談所のご案内

在宅の寝たきり世帯に
『出張理容補助券』
　　　　を発行します

伊藤 郁美 新評議員樫尾 順子 新評議員

高橋 久也 新理事

相談日時　毎週水曜日（祝祭日は休み）午前９時30分～12時
相談場所　みさと福祉センター

　美郷町社会福祉協議会では、寝たき
りの方の衛生保持と在宅介護の支援を図るため「出張
理容補助券」を発行します。
　この事業は美郷理容師会の協力により行われてお
り、美郷理容師会に加盟する理容店で出張理容を利用
した際、料金の一部として補助券（１枚3,000円）を
利用できるものです。

◎対 象 者：美郷町在住で在宅の寝たきりの方
　　　　　　（障がい児含む）

◎申請場所：みさと福祉センター

◎申請方法：印鑑を持参し、申請書に必要事項を記入

◎発行枚数：１人２枚まで
　 ※申請にお越しいただくことが難しい場合は電話でご相談ください。

☎８５－２２９４

　
こ
れ
ま
で
御
尽
力
さ
れ
た

理
事
の
村
山
太
郎
氏
（
町
福

祉
保
健
課
長
）
の
異
動
に
伴

い
、
髙
橋
久
也
氏
（
町
福
祉

保
健
課
長
）
が
評
議
員
会
で

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
評
議
員

に
は
、
伊
藤
郁
美
氏
（
施
設

代
表
）
、
樫
尾
順
子
氏
（
教

育
委
員
）
が
理
事
会
で
選
任

さ
れ
ま
し
た
。



福 祉 だ よ り第50号 （6）

　
昨
年
12
月
か
ら
の
大
雪
も
２
月
～

３
月
の
好
天
に
よ
り
雪
消
え
も
早

く
、
ぽ
つ
ぽ
つ
農
作
業
の
準
備
の
頃

と
な
り
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
風
と

野
花
の
開
花
で
春
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
昨
今
で
す
が
、
特
に
高
齢
者

に
は
一
段
と
厳
し
い
世
の
中
と
な
り

ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
は

高
齢
者
の
事
故
や
事
件
、
自
殺
、
虐

待
等
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
深
刻
化

す
る
中
で
何
の
対
応
も
で
き
な
い
自

分
に
憤
り
を
感
じ
る
今
日
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ

よ
つ
ば
会
の
訪
問
活
動
に
つ
い
て
少

し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
よ
つ
ば
会
は
美
郷
町
の
南

部
に
位
置
し
、
皆
様
ご
存
じ
の
後
三

年
の
役
、
後
三
年
合
戦
場
の
近
く
で

歴
史
と
伝
説
浪
漫
に
囲
ま
れ
た
純
農

村
地
帯
で
す
。
昭
和
40
年
に
設
立
し
、

現
在
の
会
員
数
は
32
名
（
男
性
14
名
、

女
性
18
名
）
で
、
最
年
長
者
は
95
歳
、

最
年
少
者
は
70
歳
で
平
均
年
齢
は
81

歳
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

現
在
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
集

落
で
も
着
実
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
不
安

定
で
健
康
状
態
の
悪
化
が
重
な
り
孤

独
に
陥
る
方
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
々
が
ま
す
ま

す
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
地

域
に
お
け
る
住
民
同
士
、
そ
し
て
家

庭
内
に
お
け
る
絆
が
複
雑
多
様
化
す

る
中
、
昔
な
が
ら
の
近
所
付
き
合
い

や
地
域
の
行
事
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ゆ
え
に
無
関
心
な
世
の
中
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
一
度
老
人
ク
ラ
ブ
の
力
で
集
落

の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
見
守
り

活
動
を
よ
り
一
層
し
っ
か
り
と
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉓

  
　
訪
問
活
動
に
つ
い
て

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
仙
南
支
部
　
　
　

よ
つ
ば
会
会
長
　
照
　
井
　
冨
士
男

行
政
な
ら
び
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
集
落

の
協
力
を
賜
り
な
が
ら
会
員
は
い
つ

で
も
地
域
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
を
訪
問
し
、
声

掛
け
話
し
相
手
に
な
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

４
月
に
入
る
と
ま
す
ま
す
心
が
晴

れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
会

員
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
よ
つ
ば
会
を

強
固
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
五

箇
条
を
紹
介
し
ま
す
。

一
．
仲
間
が
い
て
気
持
ち
の
若
い
人

二
．
人
の
世
話
を
よ
く
し
、
感
謝

の
で
き
る
人

三
．
も
の
を
よ
く
読
み
よ
く
書
く
人

四
．
よ
く
笑
い
、
感
動
を
忘
れ
な

い
人

五
．
趣
味
の
楽
し
み
を
持
ち
、
旅

の
好
き
な
人

　
　
　
　
　
　
～
永
平
寺 

古
跡
館
～

　地域の集落会館等を会場に、高齢者の生きがいづくりや孤立感の解消等を目的

とした「ふれあいサロン」を行ってみませんか？実施地区には助成金として年間

２万円を交付しています。昨年度は69箇所の地域会館で行われました。

　新たに始めてみたいという地区や詳しい内容を聞きたい方はお気軽にお問い合

わせください。

　なお、申込期限は６月末までとなっているので、お申込みはお早目にお願いします。

＜申込・問合せ＞　美郷町社会福祉協議会　☎０１８７－８５－２２９４

地域住民グループ
支援事業

「ふれあいサロン」
実施地区受付中
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シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス 

 

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア 

（
大
仙
市
）

 

ひ
ま
わ
り 

（
大
仙
市
）

 

あ
ん
り 

（
大
仙
市
）

 

障
害
者
施
設

 

後
三
年
鴻
声
の
里 

（
美
郷
町
）

 

地
域
密
着
型
特
定
施
設

 

凛
々
会 

（
美
郷
町
）

《 
進
　
学 

》 
 

富
士
大
学 

（
岩
手
県
）

 

仙
台
保
健
福
祉
専
門
学
校 

（
宮
城
県
）

　
花
便
り
が
聞
か
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
福
祉
科
十

期
生
は
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

私
た
ち
も
先
輩
た
ち
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

福
祉
科
第
十
期
生

　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

　

  

六
郷
高
校
合
格
率 

82
・
０
％

　

  

全
国
総
受
験
者
合
格
率 

61
・
０
％

【
福
祉
科
進
路
状
況
】

《
福
祉
関
係
》

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

大
仙
福
祉
会 

（
大
仙
市
）

 

こ
も
れ
び
の
杜 

（
大
仙
市
）

 

さ
く
ら 

（
横
手
市
）

 

ビ
ハ
ー
ラ
横
手 

（
横
手
市
）

 

す
こ
や
か
横
手 

（
横
手
市
）

 

介
護
老
人
保
健
施
設 

 

杏
授
苑 

（
美
郷
町
）

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

す
ず
ら
ん 

（
美
郷
町
）

 

病
　
院

 

厚
木
佐
藤
病
院 

 （
神
奈
川
県
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム

 

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ 

（
東
京
都
）

  【 

福
祉
科
へ
進
む
に
あ
た
っ
て 

】 

◇
二
年
生
に
な
る
と
福
祉
専
門
教
科
が
増
え

勉
強
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
勉
強
で
は
な
く
、
勉
強
時
間
を
増

や
し
確
実
に
覚
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
施
設
実
習
は
不
安
で
す
が
、
多

く
の
こ
と
を
学
べ
る
機
会
な
の
で
、
頑
張

り
た
い
で
す
。 

　
　

言
葉
遣
い
や
挨
拶
な
ど
も
失
礼
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
祉

科
の
仲
間
が
一
緒
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、

よ
く
話
し
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
介
護
福

祉
士
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
福
祉
科
二
年　

髙た
か
は
し橋
華か

な菜
）

◇
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
施
設
実
習

で
す
。
こ
れ
ま
で
校
内
で
の
実
習
し
か
行

っ
て
い
な
い
の
で
、
施
設
で
実
際
に
利
用

者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
緊
張
し

て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
授
業
へ
の
真
剣
な
取
り
組
み
で

す
。
ま
す
ま
す
難
し
い
内
容
に
な
る
の
で

勉
強
に
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
た
介
護
が
で
き

る
よ
う
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
科
二
年　

千ち

ば葉
栞し
お
り梨
）

男
（
名
）
女
（
名
）
計
（
名
）

一
期
生 

10

25

35

二
期
生 

10

22

32

三
期
生 

11

13

24

四
期
生

9

21

30

五
期
生

10

16

26

六
期
生

9

11

20

七
期
生

12

19

31

八
期
生

13

18

31

九
期
生

7

16

23

十
期
生

6

16

22

合 

計

97

177

274

  【
福
祉
科
年
間
行
事
予
定
】 

4
月 

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

 
 

（
展
開
実
習
）

5
月 

福
祉
科
九
期
生
宣
誓
式

6
月 

第
一
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

 

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ

 
 

（
応
用
実
習
）

7
月 

各
施
設
夏
祭
り
参
加

 

福
祉
科
三
年
生
集
中
実
習

 
 

（
7
／
22
～
8
／
2
）

8
月　
福
祉
科
二
年
生
集
中
実
習

 
 

（
8
／
1
～
２・８
／
5
～
7
）

 

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ

 
 

（
応
用
実
習
）

9
月 

福
祉
科
三
年
生
実
習
終
了

10
月 

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

 
 

（
基
礎
・
展
開
）

 

六
郷
高
校
文
化
祭
「
笹
竹
祭
」

 

産
業
フ
ェ
ア 

（
大
仙
市
）

12
月 

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ
終
了

1
月 

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

2
月 
第
二
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

3
月 
卒
業
式

◇ 

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
発
表

◇ 

施
設
介
護
体
験
会
場
（
予
定
）

福
祉
科
の
卒
業
生（
十
年
間
）



　毎年、春の訪れとともに木の幹の周りだけ雪がくぼんでい
る光景を見かけます。この不思議な現象は「雪根開き」と言
って雪国の春の風物詩として知られています。なぜこのよう
な現象が起こるのか…興味のある方は調べてみると来年の春
はまた違った見方ができるかもしれません。　　（Ｈ・Ｄ）

仙南雁の里ライオンズクラブ様から
はタオルをご寄付いただき、町内の
特養３施設へ寄贈しました

美郷中学校様からは集めたプルタ
ブの換金分と学校祭の収益金をご
寄付いただきました

福 祉 だ よ り第50号 （8）

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

みさと福祉センターの職員を紹介します
平成27年4月1日付けの人事異動に伴い、職員配置が次の
とおりとなりました。

美郷町社会福祉協議会
事務局長 渋谷　真弓

総務課
課長 板谷　智子
総務班
班長 佐藤　　繁
主任 傳野　寛史
主任 盛岡　博美
主任 竹村裕美子
事務補助員 田口　朋子

福祉課
課長 木村　節男
地域福祉班
班長 髙橋　文広
上席主任 小原真智子（兼務）
主任 村田　　剛
在宅福祉相談員 大山　文広
事務補助員 中田　京子
在宅介護支援センター
上席主任 小原真智子（兼務）
在宅福祉班
班長 髙橋由美子（千畑デイ）
上席主任（管理者） 藤沢　永一（千畑デイ）
主任 高橋真由美（六郷デイ）
主事 播摩　　俊（千畑デイ）
指導員 小西　蓉子（仙南デイ）
援助員 進藤きぬ子（千畑デイ）
援助員 小松ひとみ（六郷デイ）
援助員 大阪　誠次（仙南デイ）
援助員 池田裕美子（仙南デイ）
看護職員 伊藤　照美（千畑デイ）
栄養士 田口　人美（配食）
調理員 髙橋真由美（配食）
調理員 西鳥羽洋子（配食）
調理師 鈴木明日香（配食）

美郷町介護事業所
所長 加賀谷陽子
介護事務
主任 小原　昭市（兼務）
居宅介護支援班
班長（管理者） 齊藤　　彰
介護支援専門員 髙橋　和幸（兼務）
介護支援専門員 加藤まさ子（兼務）
介護支援専門員 草薙　満穂
介護支援専門員 戸沢利津子
介護支援専門員 加藤　一美
訪問介護班
班長（管理者） 佐藤　　幸
サービス提供責任者 渋谷　好美
サービス提供責任者 東海林光子
訪問介護員 福田　弘美（兼務）
訪問介護員 橋本　教子（兼務）
訪問介護員 照井　 子
訪問介護員 森川登与子
訪問介護員 佐藤とよ子
訪問介護員 高橋カヅ子
訪問介護員 菊地千恵子
訪問介護員 高階　典子
訪問入浴介護班
班長（管理者） 髙橋　和幸（兼務）
看護職員 加藤まさ子（兼務）
看護職員 進藤記代子
介護職員 村田　貴英
介護職員 高橋　幸子
相談支援事業
管理者 小原　昭市（兼務）
相談支援専門員 福田　弘美（兼務）
相談支援専門員 橋本　教子（兼務）

■香典返し
黒沢 髙階　　猛 様
遠槻　 中野　正万 様
元本堂南部 髙橋　宗二 様
土崎北部 照井　功記 様
本田 山田　静子 様
宝門町 竹村慶治郎 様
大坂 中村　　誠 様

■物品寄付
後三年 高橋　千枝 様

（紙箱）
大柳 深澤　喜一 様
 （紙おむつ）
佐野 キッカワ宅配サービス 様

（乳製品）
仙南雁の里ライオンズクラブ 様

（タオル）

宝門町 竹村慶治郎 様
（尿取パッド等）

大坂 中村　　誠 様
（紙おむつ）

■一般寄付
黒沢 高階ライ子 様
ＪＡ秋田おばこ
 六郷地区女性部 様
六郷高等学校３年１組 様
美郷中学校 様
うたとおどりの美郷フェスティバル
 実行委員会 様
※この他、匿名でのご寄付もいただいています。

編集後記

（平成 27 年２月１日～
３月 31 日受付分）

※受付順

　以上の方々より当協議会に
善意の金品をいただきまし
た。ご厚意に対し、心からお
礼申し上げます。

※定年退職　居宅介護支援班長
 小西　蓉子
　再 雇 用　指導員 小西　蓉子

退職者（3月31日付け）
　後藤　テイ子

長い間お疲れ様でした


